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 第 1 部第 2 章では、「自然-象徴主義作品」と呼ばれることになるイプセン、ストリンドベ




























 第 2 部第 2 章では、あらたな劇作術を担う俳優像を、自由劇場、芸術劇場、制作劇場にお
ける試みを分析しながら、無意識へのアプローチとしてどのような方法が模索されたかを描
出した。そこに表れてきたのは、「脱力」と「型」という二つの方法である。脱力とは無意識
の状態を意識的につくるものであり、型は意識的なものを導入することにより余分な意識を
削ごうとするものである。これは、無意識を獲得するという逆説に対して非常に有効な手段
となった。こうして無意識の受け手となることにより、俳優の存在そのものがマラルメにお
いて「紋章」と言われるような記号となり、そこから発せられる雰囲気によって劇という場
の強度がつくられるというふうに、演劇性そのものが刷新されることになった。 
 
 認知の内面化によって、劇がある認識が変化を促していく過程を見せることへと変貌して
いくとき、登場人物と俳優の境界は曖昧になり、現代演劇やコンテンポラリーダンスにおい
て非常に重要になる「俳優に起こっていることを目撃する」という考え方が現れてくる。し
かしながら、当時の演劇で大きな位置を占めていたのは、カリスマ的な個性を前面に押し出
して人気を博していたスター俳優たちであった。自意識やつくられた個性をつよく感じさせ
るこれらの俳優は、生への驚きそのものを表そうとしていた当時の演劇人たちからは忌避さ
れることになる。求められていたのは、無意識への感受性をもち、それを観客にそのまま感
じさせられるような俳優だったからである。このとき、無意識へとアクセスしていくための
模索の過程で現れてきたのが俳優訓練術の可能性ではないかというのが本論の眼目である。
19世紀末に実際に体系的な訓練が確立するまでには至らなかったが、彼らの模索のなかに見
えた「脱力」と「型」という 2つの方法は、20世紀に大きく発展する俳優訓練法の根本的な
考え方の指標となるものである。 
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 自己の存在を規定さえするような決定的な次元が意識的な自我によっては把握できないと
いう事態は、捉えようによっては悲劇だが、演劇においては身体への働きかけと結びつくこ
とでむしろ自由でゆたかな試みへと結びついていった。無意識の探求によって自己の喪失を
経験するわけではなく、むしろ意識的な自我を取り去ったあとの「個」が立ち現れてくるか
らである。このような無意識を経過したあとでの自己への還帰という現象は、クロード・レ
ジやオリヴィエ・ピイらの演劇に代表されるような昨今の言語への回帰の現象を考えるため
にも興味深い。それは単なるテクスト回帰ではなく、身体の探求を経たあとの、テクストと
のあらたな出会いだからである。 
 そして、この時期に身体が注目されたのは、身体の二重性ゆえだと考えられる。つまり身
体は自己意識から独立した一個の物体でもあり、同時に自己意識と不可分でもあるからであ
る。身体的であることと内的であることは矛盾しないのである。身体は、主客の厳密な区別
に固執していてはうまくとらえられないことを、その存在ひとつで示す可能性を持っている。
マラルメが「言葉にすることがそのままつくりだすことを意味する」ような「唯一あるいは
純粋な芸術」 として舞踊を特権視していたのも、身体のこのような特性によるものだと考え
られる。 
 そして 20世紀の俳優訓練術は、まさにこのような身体の二重性を生かし、どちらにも働き
かけるようにして形成されていく。つまり、即興や仮面をもちいることによって無意識へと
働きかけることと、舞踏や武道をもとにした体系的な身体鍛錬をおこなうことが同時になさ
れた。前者が身体の直観を通じて無意識へとアプローチする方法であるとすれば、後者は、
訓練によってからだがひとりでに動くようになることで、身体の一部が意識から自立したオ
ブジェのように感じられる方向性——身体と意識を極限まで沿わせることでそれを乖離させ
る方法である。 
 このような、物質と意識が両極端で出会う場としての身体こそ、19世紀末の演劇にかかわっ
た人々がのぞんでいたものではないだろうか。しかし、このときにはまだダンサーのための
訓練に比べうるような俳優訓練術がなかったために、準備されていなかった俳優の身体は表
現のさまたげとして否定されてしまったのである。彼らが舞踊の身体や人形の身体を介して
夢想していた無意識の劇は、実はその後の俳優のためのボディワークを通じてつくられた身
体にこそ宿るものだった。現在演劇の状況をふまえたうえで振り返ると、彼らの演劇論は、
俳優の身体を「つくる」という考えの嚆矢として読み解けるのである。 
